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二葉高が110周年記念誌14
諏訪二葉高校の創立no 周記念事

業実行委員会は、100周年翌年の2㈲8

年から今年
までの10年
間の歩みを

まとめた記
念誌r 伸び

ゅかむ」を
刊行した。

「
Ｏ

年

誌

Ｉ
　

ぷ

」

別
冊
で
岩
垂
初
代
校
長
を
特
集

納入された記念誌と別冊を手に完成を喜ぷ編集委員ら

諏
訪
二
葉
高
校
（
諏
訪
市
）

の
創
立
１
１
０
周
年
記
念
事

茎

鍔

播

員
会
は
２
［【
】、
１

０
０
周
年
翌
年
の
２
０
０
８

年
か
ら
今
年
ま
で
の
1
0年
間

の
歩
み
を
ま
と
め
た
記
念
誌

『
伸
び
ゅ
か
む
』
を
刊
行
し

Ｉ

た
。
社
会
で
活
躍
す
る
2
0代

の
同
窓
生
７
人
の
コ
ラ
ム
や

写
其
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
、
8
5年

分
の
講
演
会
資
料
な
ど
も
掲

載
。
ま
た
、
別
冊
と
し
て
今

年
Ｉ
Ｏ
Ｏ
回
忌
に
当
た
る
岩
。

垂
今
朝
吉
初
代
校
長
の
研
究

小
冊
子
も
併
せ
て
作
り
、
読

み
応
え
あ
る
記
念
誌
が
出
来

上
が
っ
た
。
　
（
増
沢
伸
）
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今
年
は
上
諏
訪
町
立
で
ス
タ
ー

ト
し
た
同
校
が
県
立
に
移
管
し
て

Ｉ
Ｏ
Ｏ
周
年
で
も
あ
り
、
初
め
て

の
扨
年
誌
を
編
ん
だ
。
『
２
０
０

年
誌
』
を
見
据
え
、
準
備
の
た
め

の
最
初
の
1
0年
の
記
録
集
と
し
た

思
い
も
あ
る
と
い
う
。

内
容
は
、
通
史
や
学
校
生
崎

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
同
窓
会
活
勁
な
ど
全
７

章
で
構
成
ず
る
。
各
章
の
扉
ペ
ー

ジ
な
ど
の
コ
ラ
ム
「
二
葉
を
彩
る

ひ
と
」。
は
、
こ
の
辺

涵

に
巣
立

っ
た
若
い
卒
業
生
と
在
籍
し
た
教

諭
の
1
0人
が
登
場
。資
料
編
の
「
同

窓
会
総
会

こ
一
奢

講
演
会
講
師
一

覧
」
で
は
１
９
３
３
年
か
ら
現
在

ま
で

の
講
師
と
演
題
を
掲

載
し

た
。
講
師
に
は
著
名
作
家
ら
の
名

が
導
な
り
、
『
そ
う
そ
う
た
る
講

師
を
呼
び
、
演
題
か
ら
当
時
の
時

代
背
景
が
わ
か
り
、
二
葉
の
見
識

が
わ
か
る
』
と
、
通
年
誌
と
し
て

も
役
割
も
果
た
す
。

編
集

蒼

留

同
校
１
０
０
周
年

時
の

フ

暉
澄
夫
元
校
長
（
6
9）１

富
士

見
町
富
士
見
＝
を
委
員

長

に
、
同
窓
生
８
人
。
昨
年
７
月
か

ら
取
り
組
み
始
め
、
墓

″
の
大
手

出
版
社
勤
務
の
委
員
の
ア
ド
バ
イ

ス
も
あ
り
、
1
0か
月
ほ
ど
で
入
稿
。

燈

汪

彫
刻
家
で
諏
訪
高
女
教
諭

だ
っ
た
清
水
多
嘉
示
作
の

？

こ

や
か
像
」
で
。
裏
表
紙
は
玄
関
の

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
で
飾
る
。

Ａ
４
判
9
6樫
。
一
ノ
響
委
員
長

は
「
操

器

議
を
少
な
く
し
て
効

率
良
く
娶

組

め
て
、満
足
が
い
く

す
ぱ
ら
し
い
1
0年
誌
が
で
き
た
」
。

別
冊
「
岩
垂
今
塹

晃

生
を
偲

ぷ
」
は
同
校
客
員
の
平
島
佐
一
さ

ん
（
8
5）
＝
諏

訪

市

元

町
０
の

労

作
。
平
島
さ
ん
は
１
０
０
年
誌
で

も
岩
垂
を
紹
介
し
た
が
、
多
面
的

に
取
り
上
げ
よ
う
と
、
自
ら
踏
査

し
た
1
0年
来
の
研
究
の
成
果
を
Ａ

４
判
の
1
5り
犯
ま
と
め
た
。
「
手

瞥
き
で
も
学
校
に
残
さ
ね
ば
と
の

思
い
だ
っ
た
。
形
に
な
り
う
れ
し

い
」
と
感
慨
深
い
様
子
だ
っ
た
。

と
も
に
６
０
０
部
作
り
、
1
4日
に

岡
谷
市
カ
ノ
ラ
ホ
ー
ル
で
行
う
記

｛

武

典
で
学
校
閲
係
者
に
配
布
す

る
。
実
行
委
員
長
の
竹
花
光
子
同

窓
ｔ
罠

は
「
少
数
精
鋭
で
完
成
し

て
喜
ば
し
い
。
記
念
式
典
に
向
け

弾
み
が
つ
い
た
」
と
話
し
て
い
た
。

記
念
誌
と
別
冊
は
非
売
品
。
諏

訪
地
方
の
図
書
館
な
ど
に
配
布
す

る
。
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